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令和７年度 第１回我孫子市商業観光まちづくり委員会（分科会２） 

会議概要 

 

１．会議名称  令和７年度 第１回我孫子市商業観光まちづくり委員会

（分科会２） 

２．開催日時  令和７年４月１８日（金） 

３．開催場所  ―（書面開催） 

４．出 席 者 ＜委員＞ 

中井副委員長、池松委員、舘野委員、谷口委員、熊本委

員、嶋田委員 

＜事務局＞ 

商業観光課 秋田課長、迫田課長補佐、大阿久係長 

６．報 告 報告第１号 日本版持続可能な観光ガイドラインについて 

報告第２号 サステナビリティ・レポートについて 

７．配 布 資 料 ＪＳＴＳ－Ｄチェックリスト診断結果 

８．公開・非公開 公開 

９．傍 聴 人 ―（書面開催） 

 

会議の内容 

報告第１号 日本版持続可能な観光ガイドラインについて 

ＪＳＴＳ－Ｄ（日本版持続可能な観光ガイドライン）について、事務局より説

明した。 

 

＜事務局の説明＞ 

・我孫子市は、我孫子市商業観光まちづくり大綱において、観光庁と国連世界

観光機関（現・国連観光）が策定したＪＳＴＳ－Ｄ（日本版持続可能な観光

ガイドライン）に取り組むこととしている。 

・ＪＳＴＳ－Ｄは、持続可能な観光の推進に資するべく、各地方自治体や観光

地域づくり法人（ＤＭＯ）等が多面的な現状把握の結果に基づき、持続可能

な観光地マネジメントを行うための観光指標である。 

・委員の皆様には、データ提供、意見ヒアリング、調査等の実施等への協力を

お願いする。 

 

＜質問・意見＞ 

（委員）委員に期待されている役割は、市に意見等することなのか、自己の取組
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みを改善することなのか。 

（事務局）委員の任務は、市の施策に対する提言である。もし、この委員会への

参加が契機となり委員ご自身の事業や活動のサステナビリティが向上するな

らば、それは地域としても喜ばしいことではあるが、委員としての任務は市の

施策に対して提言をいただくことである。 

 

報告第２号 サステナビリティ・レポートについて 

事務局が作成した令和６年度の自己分析結果について、事務局より説明した。 

 

＜事務局の説明＞ 

・我孫子市は、ＪＳＴＳ－Ｄに基づく自己分析結果を令和５年度から毎年作成

している。 

・ＪＳＴＳ－Ｄに備わっている、コミュニケーションツールやプロモーション

ツールとしての機能を発揮するには、自己分析の結果を公表する必要があ

る。また、そのこと自体がガイドラインＡ３「モニタリングと結果の公表」

に定められてもいる。 

 

＜事務局による自己分析結果＞ 

・トータルスコア   ６２ｐｔ／１００ｐｔ 

・ＳＥＣＴＩＯＮ Ａ ８０ｐｔ／１００ｐｔ 

・ＳＥＣＴＩＯＮ Ｂ ５０ｐｔ／１００ｐｔ 

・ＳＥＣＴＩＯＮ Ｃ ６２ｐｔ／１００ｐｔ 

・ＳＥＣＴＩＯＮ Ｄ ５６ｐｔ／１００ｐｔ 

 

＜質問・意見＞ 

（委員）Ａ１１の定量的な計測結果とは、ＪＢＦや花火の数値か？ 毎月の数

値があれば見せてほしい 

（事務局）ＪＢＦや花火も含むが、民間の観光施設も含む。「千葉県観光入込

客数調査」作成のため調査する過程で毎月の数字が把握できているが、民間

の協力施設の動向が分かりかねないため、公表は難しい。 

 

（委員）Ａ５の事業者とは、今後立ち上げようとしているＤＭＯのことか？ 

（事務局）ＤＭＯだけでなく、観光事業者全般を指している。ＧＳＴＣは地域

と産業が連携するように作られているので、産業もＧＳＴＣに取り組めば、

地域と産業の価値観が揃うので進捗しやすくなるという仕組みである。 
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（委員）Ａ３②の目標を明示し、それに対応する調査結果を公表している地

域・団体はあるのか？ 

（事務局）例えば、ハワイ州観光局では、住民と観光客の満足度を調査し、戦

略としている。 

（委員）Ａ３②の目標について、市では今後、この目標設定を行う予定はある

か？ 

（事務局）市では、我孫子市商業観光まちづくり大綱において、市がする観光

振興の目標として、日常生活に必要なお店の立地・満足度とシビックプライ

ドを掲げている。これらは定量化が可能な目標で、ＪＳＴＳ－Ｄに適合する

ものと考えている。 

 


